
 

 

 

 

              

令和７年度宮城県特定家畜伝染病対策 

栗原現地地域部防疫演習について 

 高病原性鳥インフルエンザ等の特定家畜伝染病が発生した際には、関係機関が連携し、迅速

かつ的確な初動防疫措置を講じることが極めて重要です。昨シーズンは令和６年１０月に国内

１例目が確認されて以降、１４道県で５１事例が発生し、約９３２万羽が殺処分の対象となり

ました。県内でも（令和６年１１月に）石巻市で１事例が確認され、疫学関連農場も含め、約

１７万羽に対する防疫措置が実施されました。 

本演習では、採卵鶏の大規模農場における高病原性鳥インフルエンザの発生を想定し、初

動防疫体制の確認を目的とした、防疫演習を開催します。特に、今年度は初めての試みとし

て、防疫措置の際、発生農場に設置する農場前テントを、実際と同様の規模で行う「農場前

テント設置訓練（１８張設置予定）」等を通じて、関係者の対応力向上を目指します。 

        記 

１ 日 時  令和７年１０月１５日（水） 午後１時１５分から午後４時まで 

２ 場 所  宮城県栗原合同庁舎（栗原市築館藤木５番１号） 

３ 主 催  宮城県北部地方振興事務所栗原地域事務所（栗原現地地域部） 

４ 共 催  一般社団法人宮城県畜産協会 

５ 訓練スケジュール（予定） 

時 間 項 目 

13:15～15:30 農場前テント設置・動線確認 

15:00～15:30 消毒ポイント動噴動作確認 

15:30～16:00 閉会 

 

６ 参集者  栗原現地地域部構成員及び関係団体・機関等 
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